
参考資料１ 

令和３年度糖尿病性腎症重症化予防対策アドバイザー派遣事業について 

 

１ 目的 

（１）糖尿病性腎症重症化予防対策プログラムの策定・運営に向け、重症化予防対策の先進地域と連携

し、アドバイザー（腎専門医）を派遣することで対策の横展開を図る。 

（２）対策構築中の地域が、アドバイザーによる助言や郡市医師会等との連携における支援を受けるこ

とで、２次医療圏域ごとの地域性に合わせた重症化予防対策を展開できる。 

 

２ アドバイザー 

 ・「北海道糖尿病性腎症重症化予防対策アドバイザー」（以下、「アドバイザー」という）として、糖尿

病性腎症重症化予防対策に精通した腎専門医を重症化対策に取組む地域（２次医療圏）に派遣する。 

＜アドバイザーの役割＞ 

・糖尿病性腎症重症化予防対策に対する腎専門医としての医学的見地からの助言 

・糖尿病及び糖尿病性腎症重症化予防対策先進地域等での活動経験に基づいた助言 

・その他、保健所との協議の上、必要と思われる助言・協力 

（参考：R2年度ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 旭川医科大学 内科学講座 循環・呼吸・神経病態内科学分野 中川先生） 

 

３ 派遣先 

 派遣依頼のあった道立保健所（以下「保健所」という）のうち２ヶ所程度 

 （参考：R2年度派遣先 深川保健所、渡島保健所） 

 

４ 助言を受ける対象者 

 派遣を受けた圏域の市町村及び保健所の職員、医療関係者等 

  

 

＜事業スキーム＞ 
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